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勘違いと正気（ヨハネ9:38-41）
神様が、クリスチャンの私たちひとりひとりを召されたときには、皆が世にいる間に勝利の人生を歩み、神様が備えられた答えを豊かに味わい、世の人生が終わったときに、天使とともに天国へと私たちを迎え入れることになっています。しかし、残念ながらクリスチャンの私たちは、いろいろな理由などによって、勝利と神様の答えを中々自分のものにすることができていないのではないかと思います。その理由が何かと言いますと、クリスチャンであるのにもかかわらず、依然と私たちの脳細胞に刻印されている内容が中々抜けないままでいるので、その結果、神様のみことばが、クリスチャンのひとりひとりの心に蓄えられることによって勝利は与えられるものなのに、それがそうならないように、それが邪魔になるほど以前のものが脳細胞に刻印されているからなのです。その部分を聖書を通して福音に照らして、しっかり変えていくことによって、条件、環境などと関係なく、クリスチャンであれば誰でも必ず勝利の人生を歩むことができるはずです。

何がみことばを邪魔するほど、私たちの脳細胞に刻印されているのかと言いますと、とても愚かで危険な勘違いです。それが何かといいますと、普通に「私たちは、正気ですよ」と思うことです。今日の聖書で申し上げますと、「私たちは、見えていますよ。私たちは、普通です。正常ですから。正気なのだから。だから、大丈夫です」と思うことです。それが実は勘違いだったということに、クリスチャンの私たちは、気が付かなければなりません。なぜ皆、正気だと、普通だから大丈夫だと思うのでしょうか。それは、肉体的な病気などにかかっていないし、普通に動けて健康だから、だから正気だ、だから普通だと安心しているし、安心したいわけです。みなそうではないでしょうか。環境の面において、状況から考えたときに、そんなに危ない状況でもないし、そんなに危険な状況、環境でもないので、普通です。だから、大丈夫、見えています。そう思うことです。そのような条件などが問題ない場合、それによって安心したいという気持ち、そのような考え方が、実は勘違いなのです。しかも愚かで、非常に危険な勘違いです。それから、今日、「見えています」と言っているイスラエルの人たちは、自分たちがイスラエルの出身なので、「神に選ばれているイスラエル民族出身だから大丈夫だ。だから、私たちは、見えていますよ。他に犯罪者がいたり、異邦人がいたり、滅びるしかない人々がいるでしょうけれども、私たちは、大丈夫です。イスラエルだから」と、そう思うこと。「何も問題ないから正気です。大丈夫です」と条件によって安心しようとしている傾向があるわけです。それから、もう一つ、人の行いによって評価し、それによって安心したいという傾向があります。それも愚かなことであり、また非常に危ない勘違いであることを覚えていただきたいと思います。今まで私たちは、完璧ではないかもしれませんが、神様からの律法をできるだけ守っているつもりでここまで来ました。「だから、正気なのです」「だから、大丈夫です」と言います。一般的には、道徳、倫理の観点から見たときに、そんなに外れたことをしたこともないし、もちろん完璧に清いとは言えないかもしれませんが、ある程度、それにふさわしい人生を歩んでいました。「だから、正気です」「だから、問題ありません」「犯罪者と比べたときには、私は普通ではないでしょうか」という考え方なのです。法律などをそんなに破ったことはないし、決まりや規則などをできるだけ守るつもりで今まで頑張ってまいりました。特にその中で、自分の良心に従って、あまり良心に恥ずかしくないように、自分なりに頑張ってまいりました。それは嘘ではないかもしれません。おっしゃる通りかもしれません。「だから、私は普通ではないのか。そうではない人と比べたときに、「だから、私は見えています」「だから、私は正常で、だから、正気なのです。私はおかしくありません」と思うでしょう。それが勘違いなのです。今まで私たちは、それらのことが普通に正気だと思ってまいりました。以前は、そうだったかもしれません。クリスチャンである今、私たちは、イエス様のことばに従ってそれが見えていますという主張ですが、あなたがたが盲目だったらよかったのに、見えている、正気だと主張しているので、罪はそのまま残っている。あなたがたの人生は滅びのままだとおっしゃっているのです。彼らが「私たちは、盲目ではありません。私たちには、見えています」と言う様々な根拠がありますが、それが実は、根拠になるものではなくて、愚かで危険な勘違いだということを、聖書は語っています。
結局、何が言いたいのかというと、「大変なんだ。安心しなさいよ。人間自ら大丈夫だ」と言いたいわけです。それが非常に危ない勘違いなのです。でも、それが正気だと皆思っているので、結局、その条件、行いの面において満たされていない場合は、逆に「だから、私はだめだ」と思うわけです。病気だから、非常に悪い環境で生まれて育っていたので、状況的に、非常に危機的な状況におかれているので、罪を犯したので、私に能力がないから、決まりなどをすべて破ってしまったから、人格的にもだめな人間だから、だから、だめだと思うわけです。それも勘違いです。皆さんどう思いますか。この部分の勘違いが正しく修正されないと、問題は、みことばが入ってこないわけです。そうすると、クリスチャンとして当たり前に勝利するようになっているのに、中々、自分のものとして味わうことができなくなってしまうのです。なんと残念で悔しいことでしょうか。みことばが入ってこないというのは、クリスチャンとしていろいろな理由がある中で、一番の理由が、いまだに勘違いから抜けていないからです。結局、条件、行いの面においてだめな人間は、それを補おうとして、それに近づけようとすることで安心したいと思うわけです。そっちの方向で頑張るわけです。だから、時間が経てばよくなるだろうと、そして、そのうち努力することによって安心できる条件、安心できる行いの人間になっていこうじゃないかとなります。だから、努力しながら修正していくと、結局は豊かになれる、結局はよりより人間、より発展した社会を作ることができるといった進化論的な期待感と安心を求めるわけです。だから、結局、人間が心の底から思いたい、また叫びたいことは、「だから、条件さえ整えられれば、行いの面において頑張っていれば、人間は大丈夫なのだ。安心していいのだ。今そうでないのは、修正していないから。だから、直そう。修正しよう」と修行などをしながらでも、心理学を通して、精神科に通いながら、教育を通して修正して努力すれば、時間が流れるようになればよくなるだろうと、とにかく、それで安心したいわけです。人によって、国によって、少しずつ形は違うかもしれませんが、根本的には一緒です。人は、結局、大丈夫なのだ。見えているのだ。病気であれば医学をどんどん進歩させて治せばいいではないかと。そのゴールは何でしょうか。そのような安心感、そのような勘違いのゴールは何でしょうか。見えていますと主張したいそのゴールは、目標はいったい何でしょうか。だから、神様の救いなどはいらないものなのだ。人間自ら大丈夫なのだから。いま大丈夫でないのは、修正していけばいいのではないか。条件さえしっかり整えられていれば、行いの面において、しっかり頑張っていれば大丈夫なのだ。今まで皆さん、そのように思い込んで、そのような教育を受けて、ここまで歩いてきたのではないでしょうか。今日限り、それに対して、それは勘違いなのだ、それが正気だと皆当たり前に思っているでしょうけれども、正気ではありません。勘違いです。

そして、イエス様がおっしゃっています。もしあなたがたが盲目であったならよかったのに。つまり、希望ある正気は何なのかというと、自分で盲目だと気づくことです。何が正気でしょうか。人間として。頑張ればできる。時間が流れれば、修正すれば希望がある。これから、どんどん良い社会になれる。それが正気ではありません。何が正気なのか。本当に希望ある正気は何なのかというと、無条件、自分自身に完全に絶望する精神の状態を正気と言います。だれ一人、その正気になろうとしていません。これは神様の恵みによってのみ、取り戻すことができる正気なのです。つまり、条件が良いか悪いか、また、行いの面において頑張っているのかだめなのかと一切関係なく、無条件、自分自身に完全に絶望する人、その精神状態を正気と言います。そうではない精神状態は、正気ではありません。「私は大丈夫です」。それは正気ではありません。勘違いです。少し悪い表現で申し上げると、頭がおかしいのです。でも、それが世の中では、普通なのです。それに私たちは染まって、脳細胞に刻印されてここまで歩いてきました。だから、神様の恵みによって、イエス・キリストを告白して、救われたのにもかかわらず、中々、神のみことばが自分の心の中に入ってこないわけです。いまだにそれが正気だと思っているから。いまだクリスチャンひとりひとりが、自分自身に対して無条件、完璧に絶望しようとしていないからです。なぜなのでしょうか。普通に世の中で見えています、正気だと言っている人たちが、絶対に見ることができない根本的な霊的事実を見たわけなので、このように正気にならざるをえません。完全に絶望して、今までペラペラ文句を言っていたことが全部、削除されて、一言しかありません。「神様、この罪人を憐れんでください。私は地獄の子であり、滅びの人間です。私は汚れて、けがれて、救いようのないまったくだめな罪人です」と告白することが正気です。まだクリスチャンでありながらも、その告白が嫌で嫌でしょうがない人は、まだ「見えていますよ」という人かもしれません。つまり、勘違いの中を生きているかもしれません。霊的事実などは見たことがないかもしれません。そうすると、罪はそのまま残るのです。問題は、教会に何十年通っていても、講壇からのメッセージが聞こえて来なくなるのです。ここで語る牧師がうまいしゃべり方をするから、よく聞こえるわけではありません。正気ではないから、聞こえないわけです。だから、神様の恵みは、聖霊の助けによって、クリスチャンの私たちひとりひとりの正気を取り戻すことなのです。「気分が悪いな。なぜ私たちが正気ではないと言っているのか」と思う方もいらっしゃるかもしれません。

何が正気なのでしょうか。私は罪人なのです。ローマ3：23、すべての人は、罪を犯したので。ギリシャ人もユダヤ人も黒人も白人も、偉い人もだめな人間も大人も子どもも関係ありません。すべての人は、その中にカッコ（私は例外）というものはありません。すべての人は、罪を犯したので、神からの栄誉を受けることができない、私はその逃げることのできない罪人なのです。そのように認める精神状態を正気と言います。そうではない場合は、正気ではないのだと思えば正解です。だから、なぜクリスチャンなのに喜びも何のか。なぜクリスチャンなのに伝道の門が開かれないのか。なぜクリスチャンなのに使命を感じることがないのか。なぜクリスチャンなのに答えが中々見られないのか。もうこれ以上、葛藤せずに、正気ではなかったのだと正気を取り戻せば答えられます。正気になることを、みな嫌がるのです。サタンと仲良くしていたその名残、体質というものが残っていて、サタンの体質は、人間は最高なのだ、神になれる、神はいらない、大丈夫なのだという考え方、すべてが悪魔のものなのです。正気は、一つしかありません。私は絶望的な罪人なのです。その結果、認めたくないでしょうけれども、あなたがたは、あなたがたの父である悪魔から出たもので、悪魔の子どもなのですと、これを認められる精神の状態を正気といます。「まさか私にそんなことはありえません」という人は、正気ではありません。まだ自慢できるものがいっぱいあるのでしょうか。まだ悔しいことがいっぱいあるのでしょうか。正気でないからです。何も取り出せるものなどありません。罪以外、何もないから。自分で頑張ることが、すべて神に敵対することしかありませんでした。それが人間ではなくて、自分なのです。ぜひ正気になりましょう。「生まれながら神の御怒りを受けるべき子らとして生まれたものが、この私です」が正気なのです。そうならないので、キリスト教会が面白くありません。聖書を読む気にもならないし、礼拝も面白くありません。何かのせいにしたりしないでください。正気でないからです。それで聖書には、イザヤ41：14などを見ると、「虫けらのヤコブよ」と言います。私たちは、虫けらと呼ばれるに値する存在です。これは、中々、認めたくないでしょう。認められないでしょう。だから、正気ではありません。正気は、聖霊の感動によるもので、正気でないのは、想像にお任せします。大丈夫でない場合は、条件と行いの面においてだめだから大丈夫でないと思うでしょう。違います。だから、比較するしかありません。無条件、自分自身に完璧に絶望する状態。これが正気です。

その結果、今までの人生の中にあった、すべての問題は、助っ人だったと思うことが正気です。今までは恨みつらみ、憎しみ、傷になるしかなかったものが、助っ人に思えること、それが正気です。だめなところを条件と行いの面において、良い状態に持っていくために、それを整えて、それを補おうという方向に頑張る材料にしたでしょう。それが間違いです。今までのすべての問題、ときには、中々、理解もできないし、わけもわからないし、お医者さんも説明できない霊的問題を患った経験があるかもしれません。そして、精神的ないろいろな悩みを抱えて、いろいろなトラブルの中を歩いてきて、ときにはそれが病として現れる場合もありました。そうすると、安心できないかもしれません。それを正して、世の中の人が考えている普通に戻そうとして頑張ったでしょう。それが問題なのです。その霊的な問題や精神的な疾患、癌や難病などが助っ人だったのです。どんな助っ人だったのでしょうか。なるほど、私は罪人なのだ。無条件、絶望するしかない悪魔の子と呼ばれるものだったということに気付かせるための助っ人だったのです。皆が。それなのに、そういうことを知らずに、それがトラウマとして脳細胞に刻印されてしまうようになります。人にやられた場合は、それがトラウマになって、いじめに遭った場合は、それがまたトラウマになって、脳細胞に刻印されていて、だから、教会に通っていても、中々変わらないのです。事実の奴隷になります。勘違いのゆえに。なぜトラウマになっているのでしょうか。事実は事実でしょうけれども、正気ではないからです。聖霊の悟りではない、反対のものだったので。どんなに辛いことがあったでしょうか。それが助っ人だったわけです。家庭の問題があり、家庭内の人間関係のひびなどがあったかもしれません。あるいは、自ら大きな過ちを犯したり、大きな失敗をしでかしたりしたことがあるでしょう。それがすべて助っ人なのです。そう思うのが正気であって、そうでない場合は、全部が悪霊の思うつぼのままトラウマになって脳細胞に刻印されるのです。違います。何が正気なのかをよくわきまえないといけません。完璧に自分自身に絶望することです。そして、今までのすべての辛い、悲しい出来事、様々な問題が、それに気づいてもらうための助っ人だったのです。

それで、その結果、だから、私には条件と行いなど関係なく、絶対的に神様の救いが必要なものなのだと思うこと、これが正気です。それ以外のものは、正気ではありません。改めて強調します。正気というのは、聖霊による感動です。その反対のもの、勘違いは、想像にお任せします。ああ、そうかとすぐに変わるものではありません。脳細胞に、トラウマにして刻印させてしまうのです。誰がでしょうか。誰かがそうします。クリスチャンになっているのにもかかわらず、ずっとそのまま捕えているのです。その結果、みことばが入ってきません。絶対的に神様の救いが必要です。その救いは、この完璧に絶望するしかない根本的な霊的な問題の解決の唯一の道、キリスト。王であり預言者であり、そして、祭司であるこのキリストが必要なのだと思うようになること、これが正気です。たとえ癌にかかったとしても、精神的に問題を患っていたとしても、大きな過ちを犯してしまって罪を犯した人間であってもキリストが必要なのだねと思うと、その人は正気です。私はだめだ。だから、罪を犯さない人間になるために更生は必要でしょうが、頑張ろうとするのは正気ではありません。癌にかかって、だから、健康な人間にならなきゃと運動して、食事療法、お医者さんに診てもらって頑張る、普通かもしれませんが、イエス様がご覧になると、それは正気ではありません。おかしいのです。そのまま死ねばいいのか。それもおかしいです。正気は、それを通して、絶対的にキリストが必要なのだと、そちらの方に持っていくのが正気なのです。そして、イエスが、そのキリストです。神は、実に、ひとり子をお与えになったほどに世を愛された。それは御子を信じる者が、ひとりとして滅びることなく、永遠のいのちを持つためである。このキリストが、この世に来られて、すべてを成し遂げられて、神の愛を明らかに示されました。だから、神の愛が必要ですと言う気持ちの方が正気です。
そして、誰でも条件と行いと関係なく、このイエスを信じる者は、永遠のいのちが得られます。条件と行いなど、今までこだわっていたすべてに一切こだわらずに、ただ一つだけ、イエス様を信じる信仰だけにこだわる、この精神の状態を正気と言います。今までどんな人生を歩いてきたのか、今現在、行いや人間的な部分や条件、環境が、どうなっているか一切気にせずに、ただ一つだけ、イエス様を信じると、私は幸いなものになる。イエス様を信じることによって、以前のものは過ぎ去り、私は新しい人生に作りかえられる。イエスを信じるものは、永遠のいのちの祝福があると言えるもの、それが正気です。実際、イエス様を信じることによって、条件、行い、一切関係なく、その人は、どんな被造物も切り離すことができないキリストにある神の愛とつながるようになります。ヨハネ10：28-29、だれも私の手から、全能なる父の手から奪い取ることができない存在になります。だから、イエス様がおっしゃっているように、わたしは、あなたがたに平安を残します。この平安は、世が与えるものとは違うのだと。ここにこそまことの安心できる人生があるわけです。条件と行いなどによって安心するわけではありません。それは勘違いなのです。死の影の谷を歩いていても、刑務所の中に閉じ込められていても関係ありません。安心できます。乏しいことはありません。どんな問題があるでしょうか。短い時間ではありますが、盲目と見えているというに対して、イエス様がおっしゃった内容です。勘違いと正気が何なのかということをよくわきまえて、皆さん自分自身に照らし合わせて問いかけてみてください。皆さん、正気なのでしょうか。勘違いなのでしょうか。何にこだわっているのでしょうか。正気を取り戻しましょう。
その結果、これから誰かと比較する比較意識、また、トラウマ、傷などは全部投げ捨てましょう。それは正気でないから、皆持つものなのです。正気の場合は、トラウマになるのではなくて助っ人なのです。人に裏切られました。その人間というものがトラウマになって、人に会いたくない、会うのが怖くなる。これは正気ではなくて。つまり、聖霊の導きによるものではない反対のもの、想像にお任せします。それを一生抱えて、クリスチャンなのにいまだに抱えているのです。それは正気ではありません。気持ちは十分理解できるでしょうけれども、助っ人だったのです。大きな大きな過ちを犯したのでしょうか。助っ人だったのです。私はだめな人間だ。死んだ方がましかもしれません。あるいは、だから、これから残りの生涯は、本当に正しい人間として生きていこうではないか。みな正気ではありません。それは不可能です。嘘っぱちなのです。絶望してください。キリストしか希望はありません。トラウマになっているということは、傷として残っているというのは、それが脳細胞に刻印されているので、みことばが薄っぺらに入って、あまり力にならないまま、決定的な瞬間、その脳細胞を動かして、悪霊というものが「おまえはだめだ」と比較したりします。比較することは、正気ではありません。どこを、なにを比較するのでしょうか。条件と行いなど一切関係ありません。
そして、正気を取り戻して、皆さんがイエス様を信じて受け入れた方であれば、条件と行いなどに一切引っかからず、永遠のいのちの祝福を存分に喜んで楽しんで味わってください。それが正気です。でも、違う何かがまた引っかかって,「でも」というのは正気ではありません。正気になりましょう。メッセージを準備しながら、この正気という言葉が、日本語としてあっているかどうか、誰かに聞いてみようかと思ったのですが、もしかしてちょっと合わない場合は、新しい言葉だと思ってください。どうせ世の中にはない言葉なのです。私たちは、正気が勘違いだと思って、勘違いが正気だと思って、今まで生きてきました。そこを吟味してチェンジしてください。なぜこれが大切なのでしょうか。なぜ正気にならないといけないのか。皆さんは、イエス様を信じたそのときから、現場のたましいを生かす伝道者なのです。でも、そう思えないのですね。皆が。正気ではないから。聖霊の感動による思いではない、その反対の想像にお任せしますけれども、その誰かによって与えられた思いに捕らわれて、そんなはずはない。他の何かが気になって、他の何かがテーマになっているわけです。条件、行いがどうであれ、皆さんは、もはや現場のたましいを生かす伝道者であり、プラス、十分に生かすことができる方です。それを損しないで、それを忘れずに、そのことに集中するためには、勘違いと正気をわきまえないといけません。
（祈り）
恵み深い天の父なる神様。神様の一方的な恵みによって、私たちは、キリストの他に希望はなく、イエスがそのキリストであることを信じ、心に受け入れて神の子どもになりました。これこそが正気であり、条件と行いによって安心しようと、あれはだめだと思うことが勘違いであり、正気ではないということをよくわきまえて、正気にしっかり戻って、永遠のいのちの祝福を存分に味わい、伝道者の道を歩むことができるように、それを邪魔する、今まで当たり前だった比較意識、トラウマ、傷などを思いきり投げ捨てることができるように、ひとりひとりを聖霊様が導いてください。それでこれからは、みことばがアーメンになるように、ひとりひとりを祝福してください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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